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・理想と現実のギャップに思わず手をあげてしまった。
・怒りがエスカレートして「いいかげんにしないと、
どうなるか分かってるよね」と言ってしまった。

親としては、しつけのつもりでも、
繰り返されると子どもの心や脳が傷つく
可能性があります。
また、「何が悪かったのか」が子どもに

伝わらず、行動が改善しないため、悪循環
となってしまいます。

子どもにとっては、ちょっと叩かれただけ、怒鳴られ
ただけでも心に大きなダメージを受けることもあります。
叩くことによって得られた子どもの姿は、叩かれた恐怖
によって行動した姿。自分で行動した姿ではありません。

「ここでは歩いてね」「ゲームをもとに戻してね」

「一緒に片づけよう」などと肯定文で短く伝える方が、
何をしたらよいかがこどもに伝わりやすく、行動の
改善につながります。
子どもに言葉で伝えるときは、主語をつけて明確

に伝えることが大切です。

親から見たら当たり前のことでも、子どもにとっては
完璧にできないことのほうが多いかもしれません。
はじめから100％を求めず、25％できていたらほめる、

宿題が終わってなくても、取りかかったことをほめる等、
おおらかな気持ちでいましょう。

子どもが言うことを聞いてくれないときに、
イライラするのは誰にでもあること。
イライラが爆発する前に…

深呼吸をする、窓を開けて風に当たる、
トイレに行く、数を数える、水を飲む、など
自分なりのクールダウンの方法を見つけておきましょう。

市内の一部保育園に併設の地域子育て支援センターでは『ひとりで子育ては不安。誰かと話がしたい』
『こんな時どうしよう？』、そんな育児の悩みを解消し、子育て中のお母さんを応援してくれます。
また、乳幼児健診では保健師さんや保育士さんに、幼稚園、保育所、小学校などでは連絡帳や電話で先生

やスクールカウンセラーの先生に相談してみましょう。また、以下の専門機関には電話で相談できます。


